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1， Chise 　

，l
　 i5 　a 　small 　traditional 　house 　 of 　Ainu ，

　 which 　is　 hatehed 　 with 　 miscanthus

or 　bamboo
−
grass 　or 　so皿etimes 　bark 　on 　roof 　and 　wal ユ，　　 We 　can 　believe 　that 　the 　peeple

of 　 Ainu　 dwel ］L　 in　such 　 a 　 simple 　 house 　iロ 　the 　severe 　 winter 　season 　 when 　 the 　 mid −night

temperature 　is　below 　　−20eC　　or 　more 　，　while 　the 　many 　explorers 　or 　repo −writer 　in

the 　peried 　of 　ロ nca ］Ltivated 　Hokkaido 　report 　that ： 仁he　Ainu 「
s 　huts　are 　rather 　 warm 　 and

their 　children 　are 　brought 　up 　in　almest 　naked 　style 　even 　in 　winter ．

　 To 　reso ］」ve 　t二he　quest：ien 　if　Ainu
，

s　hut　is　really 　 war 皿 　in　 winter ，　the 　aut ：hers　tried

to 　examine 　the 　thema 工　p ： oper ヒies　of 　the 　
tl
　Chise 　

¶艦

　house 　which 　reconstruct 二ed 　by　aged

Mnu 　in　the 　field 　of 　Asahigasca　Eolk −10re　Museui匝．

　 The 　τ esu ユ．t5 　are 　as 　follows 　；

　 1）　　The 　ascending 　rat ：io 　of 　rooln 　temperat ：ur β　（　Ta 　）　of 　
，「 Chise 　

甘l

　 is 　rat 二her 　larger

　 　 （　0．75，　0。78 ，　0．88　）　in　summer 　experiment 。　　This　result 　is 　due　to 　t二he　poor 　heat −

　 　 insulation 　of 　grass−hatched 　roof 　and 　wal1 。

　 2）　　The　varying 　ratio 　of 　room 　te 皿perature 　（　E　）　　is　ob 仁ained 　from　heating 　experiment

　 　 by　oi1 −hea 仁er 　or 　by　bonfire 　of 　Ainu
，

s　eustum 　in　mid −win 仁 er 　season ，　 when 　the 　hut 　is

　　 buried 　under 　deep 　snow 　（　about 　1　皿 eter 　or 　more 　）．　The 　ratio 　（　S　）　is 　O ．71 ，　0 ．87 ，

　 　 O．97　and 　there 　 values 　seem 　te　be　small 　when 　cempe ：ed 　 wi 仁h　the 　 wooden 　house 　of 　our

　 　 country ．　 The 　wa   ess 　of 　Ainu
「

s　
甲「Chis 巳 　

■駟 is　due　to 　the 　heat −insulation 　effect 　o ［

　 　 thick 　snow 　layer 　covered 　t：he 　hut ．

緒 言

　アイヌ の人達の伝統的な住居 「チセ 」は古く

は 「蝦夷産業図説」や 厂蝦夷生計図説」な どに

外形が記載さ礼 近 くは鷹部屋福平の 「アイヌ

の住居における詳細な構造的研究があるが そ

の家屋本体は屋根 ・壁とも植物材 （あし， かや，

笹 樹皮など）で葺い た
一
室住居で冬季厳寒の

季節に耐え られるような断烈 生の高い構造は見

当 らない 建物である。 ところが 古い探検家の

見聞録に は
“
冬季，幼児はこの家の 中で裸で生

活してい る
”

とい うようなことが記されて いて ，

屋内は快適な温熱環境であ っ たようで ， 建物の

構造自体か らは理解で きない 点があ るので，市

立旭川郷土博物館で ア イヌ の古老た ちによ っ て

復原 された標本住居を用い て無雪期 （8月） と

積雪期 （12月および翌 1 〜 2月）に おい て その

室内気候を調べ るとともに，と くに厳寒の 2月

に チセ 内で宿泊 して その寒さを体験 してみた 。

方 法

　実験家渥 は トッ プ ラ ッ プキタイチセ とい われ

る もの で屋根お よび壁はちしま笹で葺かれ てお
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り， 部屋の広さは7，2m× 5．4m，壁高1．8m，屋根

は棟高4．lm， 勾配は 3．6／ 10の寄棟である 。 棟

の方位は少し東に偏 っ て，ほぼ南北， 北測の妻

壁に 1つ
， 東側の平壁に 2つ の小窓があり， 南

側に入り口がある。 床は本来， 土座であるが こ

の標本住宅で は板敷 （転がし根太に直接）であ

っ た。 床に は中央よりやや入リロ寄りに炉が切

られて い る。 中入リロ の外には 「セチ」と称す

る3．6m×2．7mほどの前室があり， その 東側に 外

へ 出る外入り口が設けられてい た 。 セ チは土間

で屋恨 壁はチセ と同様である。

　測温は熱電対記録温度計 （12チ ャ ンネル ）を

用い た。

　結 果　と 考 察

1）夏季における室温上昇率の測定

　表 1は夏季における自然温度の観測列で ， こ

れより求めた室瘟上昇率は，
い ずれも大きく，

ア イヌのチセ はその構造や葺材料か らみて特に

断梨牲 にすぐれて い る とは考えられず，当然の

ことと思われる。

2）　冬・覊 期eこおbナる力賢熱餓 ｝こよる簟薗慍変

動率の測定

　昭和56年12月および翌57年 2月および 3月に

おいて石油ス トーブおよび薪による加熱実験を

9回行っ た 。 この時期に おいて は屋根および側

壁の外部は数10cmから1m におよぶ雪でおおわ

れ てい た 。 すべ ての 開口部は完全に 閉鎖して行

っ た 。 この実験の うち56年12月 9日の薪加熱お

よび57年 2月26Eの石油ス トーブ加熱の実験結

果よ り室温変動率を求めた ところ， 0．71， 0．87，
0．97とな り， これ らの 値は木質プレハ ブ住宅や

モ ル タル 塗木造住宅の それに比べ てかなり防寒

性の あるこ とを示して い るが， これは厚い積雪

眉の断飆 生に よるもの と考え られる 。

　尚，宿泊体験では冬由装備で 57年 2月21〜 22

日にかけて 宿泊したが 22日の朝は外気温が氷

点下17℃以下に下 り， 室温も投薪にかかわらず

氷点下 4℃近 くまで降下 した 。 そ して枕もとの

気温が 1℃ となると目を覚まして い る 。 厳冬の

夜の チセ内は現代人にと っ て はやはり厳しい温

熱環境である 。

表　　1 夏季における　自然温度　と　室矗上昇率

外 気 温 室 温 ＊ 室 温
観測列 月　日 天候

最 低 起 時 最 高 起 時 最 低 起 時 最 高 起 時 辭

No．18 ．29 快晴 10．5℃ 050023 ．8℃ 133011 ．3℃ 060023 ．0℃ 12000 。88

No。28 ．31 晴れ 14．0030021 ．9133015 ．3043021 ．512000 ．78
No．39 ，3   晴 10．1050017 ．013001L3053016 ．51430O ．75

＊　室温は炉の奥側床上 150  測点の温度である。この測点の温度が垂直分布をみるための 4 （又は 5）

測点の平均に ほぼ等 しい価を示して い る 。
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